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⾎液がんの発症・維持機構の探索
〜スプライシングと微⼩環境の観点から〜
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【要旨】
⾼齢化社会に伴いがん患者は増加の⼀途を辿っている。ここでは⾎液がんを例に

とり、未知の発症・維持メカニズムを探索する我々の試みを紹介する。特にゲノム
レベルではなくpre-mRNA転写後レベルでのスプライシング異常や、⾻髄微⼩環境
との相互作⽤を利⽤したがん細胞のサバイバル機構について新規テクノロジーに基
づいた知⾒についてディスカッションする。

Dissecting the unrecognized mechanism for leukemia 
development and maintenance
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